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四年前、本誌第六輯で拙稿「王畠齢研究文献目録稿Jを公：こしたところ、早速

幾人もの方々から、遺漏についての御指摘（ J）、あるいは未見論文のコピーの

御恵、投 ω をいただき大変ありがたい患いをしたc 他；こ自身で気づいた文献もある

ので、その後発表された論文等とあわせて、 「補選及続編j としてまとめてみたc

（前鶴間接、未見のものには＊印を付したC ）諸氏の御！翠意；こ心より感謝し、今

後も変わらぬf部教示をお額い申し上；ずる。

なお、本構作成に当っては、 資

記の索号I.年鑑類を参照したc

1 9 8 4 J] 

中国古典文学研究年鑑編集委員会編

密文北研究論文目縁（畏国 35年一 68年）』

1987 

1988 

f 1 5 2 2種学街論文集 史学論文分類索引J

期迅・李凡・李小文編 1990 

1990 

1980 

ミミ聯書店香港分店 1980 

1995 

qu 
zd 



国文学論著集目正編J
調立繍訳舘主編 羅聯添編 五南図書出版公言］ 1996 

国文学研究年鑑』 19 8 1 中国社会科学出版社 1982 

f中国文学研究年鑑j] 1 9 8 3～8 9 中国文芸聯合出版公司 1984-92

7中国文学年鑑』 19 9 1～94 社会科学文献出版社 1993-95

またこの他、最近の『唐詩記事JF唐才子伝』研究書や百科事典・文学辞典

（中層出版審）の王畠齢の項目なども、気付いたものは挙げておいたが、精査し

た訳ではない。参考程度；こお考えいただければ幸いである c

1997.3. 

補

1 9 3 3年

＊詩人王昌 李士麹 『北平長報芸潤j]1933. 11. 24 

1 9 6 3年

関子“龍域飛将” 夏静岩 『文援報j]1963.1.15 

のち、陳友想 f長短集J （斯江人民出援社） 1981に収録。

はj凍友琴の筆名。

1 9 7 2年

＊問題王畠齢撲的詩格 藩 『青年戦士報j]1972.3.25 

1 9 7 4年

＊『中層文学作家小伝J
「王畠齢j

河洛図書出版社

主序 P. 125～ 128 

1 9 7 8年

＊孤城就是玉門関（王昌齢詩）

＊王昌齢詩話

蓋定速

三山老人

『中華日報j]1978.9.28 

『自立晩報j]1978. 10. 15 
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7 9年

ネ Ir王昌齢詩格之耕究J 呉i塾講 政大中文誹究所

で自印出践としたものとおそらくは同じ

ネ王畠齢的＇ i参死 …辺塞詩人的堀記 高明之 Fヰ1

ズ9 ・

1 9 8 0年

｛見其新

王昌齢 f塞下曲j

＊盛普詩人主昌齢生平及其持論（上）

王昌齢被殺之謎試解 王夢鴎 子ljj]13-7 1980. 7 

子ljj]13-8 1980. 8 

1992 に~又銭c

合北星光出版社

米・ 主昌齢生平及其詩論（下）

“王氏論文”縞成年代志 王夢鴎

のち f古典文学探宗J （正中書局） 198吾、

は既見c

＊謄才子伝巻二・ :E呂齢伝 J薦作民訳注

高憂

f王高齢集j P. 57 

1 9 8 1革

中冊（第一分藷）

f王

1 9 8 2年

＊王昌齢七絶的芸術特色

＊王畠齢的辺塞一．

＊読詩談史髄筆： 郭観扮

1 9 8 4年

＊ 精美流麗 一読三五高齢《出塞》之一

劉景春 日報』 1984.2. 23. 
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談±呂齢的辺塞小詩

詩詞中的自寺地問題

了戊 『北京晩報J1984.2.27. 

一詩詞蒙語之三 （“龍城飛将”）

間本淳 『文学評論』 1984-4

王昌齢《関怨》析 劉家伝

塞松林・地縮 『鹿詩探勝』 （中弁i古籍出版社）

王畠齢一詩人の自意識をめぐって 大上正美

『漢文研究シリーズ 14 ・唐代の詩人（上）』尚学図書

1 9 8 6年

＊“菰城”不是“玉門関”

『中国古代著名文学家』

「王昌齢j

欧陽徳、威 『湖北部読学院学報J]1986 3 

呂慧鴎・虚違・劉波主編 （山東教育出版社）

子石 P. 123～ 136 

国大百科全書・中国文学日』

「王昌齢J
（中自大百科全書出版社）

P.881～ 882 

湘西新発見聴代詩人王昌齢詩一首 欧陽鼎 『人民日報（海外版） J] 1986. 5. 22. 

1 9 8 7 

《従軍行》中的“孤城” i凍敬天 『光明日報J1987.1.28. 

1 9 8 8 

齢ill塞詩中的“非戦”思想、

西北師範学院学報編集部・問中文系編

（甘粛教育出販社）

王畠齢与其交友

1988-1 

鈴木修次 f王昂齢とその交友」の翻訳。なお、この論文の初出は

『漢文教室J] 7 8 （大修館書店1966）。のち補筆のうえ『唐代詩人論J
（鳳出版1973／講談社学術文庫1979）に収録。罵訳は、講談社本に

もとづく。

＊王高齢与李益辺塞詩的比較探析 羅持進 『蘇十！？大学学報J]1988-1 

旗亭函壁 林克仁 『楽器』 1988-2

関子古詩今訳 羅洛 『読書J]1988-4 

56-

『唐詩今訳集』 （人民文学出版社1987）書評。 《芙蓉楼送辛漸》

の今訳に関する論評を含む。



Eド 意皆骸正

宋道基

i諜｛自；毎・
「王呂齢集j P.216～ 217 

1 9 8 9牢

＊試輪王昌

＊談王呂齢《？毛主託行》 （其由〉

＊虚景与実景（王昌齢《送霊童二》） 鄭孟員三

呉九成・徐邦進 1989--1 

「王昌齢j P. 631～ 640 

1 9 9 0年

1990-3 

d] 5 

（黒竜江人民出額社） 1992に収録。

呂 功 『中文自学指導J] 9 

のち｛導瑛諒

＊王畠齢《従軍行》浅主！？

1 9 9 1年

＊論王畠齢←

＊王昌齢的民女研究

]3!J解

＊詩歌時空的芸術設計

（二）

胡隈議

議f 1991-1 

1991-1 

一王畠齢《閤怒》寅折 王富仁 f名作欣寅J1991-4 

第 2時 議良春・李語自主編（天津人民出綾社）

f王品齢j 揚鐘 P.634 

P.634 

1 9 9 2年

“王氏論文”初探

果如 『漸；工大学学報J]1992-4 

説是“不知”実深知：王昌齢《圏怨》

（文科版） .J] 1992-4 

＊道是“無愁持
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『

張期鵬 『泰安師専学報jJ1992---1 

李摩培 『青海社会科学J1992-5 

開祖諜主編中

呉企明 P.33～ 3-1 

：続編：
1 9 9 3年

王昌齢的詩歌意境理論初探 呉紅英『重慶部院学報（哲社版）』 1993-1

＊王畠齢詩韻譜 李元来『延辺大学学報（哲社版） jJ 1993 4 

＊秦月漢関寄愁心 ：王昌齢辺塞詩評析

高 鋒『鎮江師専学報（社科肢） jJ 1993-4 

一片極端調融思維方式拓関的新域、王昌齢詩論二題

果如 『社会科学戦線jJ1993 5 

＊鰭論王品齢《詩格》 高林広 f語文学干IJj]1993-5 

岡田充博『名古産大挙中盤語皐文撃論集jJ 6 

訟の王昌齢（上） 一王昌齢評伝（一）… 岡田充博

『横浜国立大学教育学部人文紀要（哲学・社会科学） jJ 4 0 

1 9 9 

李珍華 西安太白文芸出版社

＊心躍、与身仕：浅析王昂齢的矛盾心態

李樹志『雲南部範大学学報（哲社版） jJ 1994 2 

試論王畠齢七絶的美学特徴

＊玉畠齢七絶的芸術特色

＊王畠齢・李益辺塞詩作異国論

畢τと蜜『内蒙古師範大学学報（哲社版）』 1994-3

李剣J水 f臨；斤師専学報（哲社版） jJ 1994-3 

王事可『成都大学学報（社科j版）』 199-1-3

琵琶起舞換新声一王昌齢詞愚新探 趨品品

盛藤北地士風与窪穎李顔王畠齢三家詩 謡、昌平

f新彊社科論壇jJ1994-4 

『唐代文学研究』第 5輯

農詩＜送船詩＞三首政 一王維・王昌齢・李自の視点

J 11北泰彦『奈良教育大学国文・研究と教育jJ 1 7 

登科以前の王昌齢（中） 一五島齢評伝（二）一 岡田充博

f横浜国立大学教育学部人文紀要（語学・文学） jJ 4 1 
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1 9 9 5 

ネ自露掌中綿革連：

＊春蓮秋爵謡、詔競：

土治、 fヨ f3 
止ま:HヨおおE 1995-1 

手ド

高 鋒

玩

J] 1995-1 

J] 1995-2 

:,fミ

＊論王昌齢的七言絶匂芸術

整科以訴の王呂齢（下・そら寸

J] 1995 5 

関敏.I諌尚君 P.50～ 51 

1 9 9 6年

王昌齢

王昌齢離別詩議考 第 15集

登科以前の王畠齢（下・そに）一王品齢評伝（西〉一 関田充博

（語学・文学） J] 4 3 

：詮：
1 特；こ、京都府立大学松村昂先生・譲弁大学沢崎久和氏・早諮問

行氏からいただいた、懇切な縛指摘がありがたかった。

2 高嶺良行氏i土、筆者来入手の諸文献のコぜーを多数、わざわざ議事窓投下さ

った。本議の作成；こ利用させていただ、いたほか、前議では来見とした十数議

はじめて自を通すことができたc 夏静岩がi環友琴の室襲名であ

ることも、氏よザ示教を受けたものである c ま

明夫氏は僻高論 rW王畠齢行年考J端正j のコピーを、

－録凌雲論文等のコピーを、いずれも

らず、決くお送り下さった。あらためて厚くお干し申

鶴議の＊印を除かせていただく。

口

は
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“秦時名月漢時関” 施襲存 『文陸報J1956.10.6. 

李自寄ヨミ昌齢的詩不是作子流放之後 孫進之 『語文学習.lJ81 (1958) 

“由鍾琢而返於自然 一説王昌齢的《採蓮曲》”

蒋鳳魁 『遼寧日報J1961. 11. 30. 

曲凱歌 一王高齢《従軍行》

王昌齢的《域傍曲》

関子“龍域飛将”

「王高齢行年考J補正

王昌齢小イ云

王島

情闘双絶 異曲間工

試析《芙蓉接送辛漸》

《芙蓉楼送辛漸》解

愚説 f綾城飛将J

我見

-60-

接介開I] f甘粛日報.lJ1962.3.21. 

李漢超

夏静岩

谷口明夫

李雲逸

日報J1962. -L 22. 

『文罷報』 1963.1.15.

f学粋.lJ19-6 (1977) 

『癒代文学論叢』 1981-1

徐凌雲 『安慶師院学報J1983-1 

《芙蓉楼送辛漸》与《江南逢李亀年》対読

徐稚・李方 『語文教学通訊.lJ1983-4 

（前稿 f徐雅」は、 f徐稚Jの誤り。）

李揚勇『語文教学与研究（錦州師読） .lJ 1983 5 

呉九成 『言語文教学（江西部院） .lJ 1983-6 

王人思 f社会科学（檎州） .lJ 1983-6 

司俊・司倹 『社会科学〈額十H) .ll 1983-6 

《従軍行》

既白 9 (1985) 


